
 

 

 

 

 

 

５月２７日（火）に２年Ｂ組の英語科「What is local 

food？」の授業研究会を行いました。本単元では「社交性」

に着目して、教科の目標に迫っていく指導でした。 

授業では、お寿司屋さんでよく注文する食べ物について、

接続詞 whenを用いながら、多くの学級の仲間に尋ねたり

答えたりする生徒の姿が見られました。多くの仲間と英語で対話することを通して、２年Ｂ

組のお寿司屋さんでの注文傾向もわかりました。２年Ｂ組では①マグロ②サーモン③エビが

よく注文されていることがわかりました。 

授業の後は、教員が授業について楽しく語り合いました。お招き

した講師の方からは、授業について思ったこと、考えたことを楽し

く語れる教師の雰囲気が、生徒たちにも伝わり、それが学校の雰囲

気となり、やがては学校の文化になっていくというご指導をいた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

５月２８日（水）朝の会の時間を使い、本年度２回目の「宮路山タイム」を行いました。高

橋先生からのお話を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆さんは、どんな 3 分間の過ごし方を考えましたか。「時は金なり。」24 時間を上手にマ

ネージメントして、「計画性」をみがきましょう。 

 

 

 

5 月 20日から 2 週間、本校に教育実習生（Ｍさん）が来ていました。2 年生の数学の授

業や 2 年Ｂ組の道徳の授業を行い、5月 30 日が最終実習日になります。中学生の生活の様

子や先生方の仕事内容などを学び、来週からまた大学へと戻ります。 

Ｍさんは「皆さん、ありがとうございました。貴重な経験ができました。」と話してみえま

した。音羽中学校での出会いが、宝物の一つになったことでしょう。 

音羽中学校 

学校だより 

令和７年５月２９日（木） 

第１２号 

「３分の時間があったら、皆さんは何をしますか。」 

中学・高校生時代陸上部（長距離走）に所属していました。1000ｍのインターバル走は

大変きつく、設定タイムの 3 分の間、苦しさをまぎらわすために「Runner」の曲を頭の中

で熱唱したり、素数をいくつ数えられるかを試したりしました。それらを繰り返すうちに、

３分の時間があったら何ができるかを考えるようになりました。皆さんの使える時間は、限

られています。有意義な時間の使い方を工夫してみてください。（要約） 

宮路山タイム 


